
26L205 担当形態

開講学期 1

教科書
[書名／著者
名／出版社]

なし。適宜紙又はデータで資料を配付します。

受講生への
メッセージ

生き物の生長と連動した産業である農林水産業についてその最前線と企画を、現場を見ながら学ん
でいきましょう。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

なし

第8回 ６次産業化プランの最終発表及び講評・総括 プランニング実践で企画したものを発表し、反応や指摘を踏まえて最終レポートを作成する。

事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

第6回 ６次産業化最前線調査②〔うなぎの緒里ほか調整中〕
講義内容の要点を整理し、自身の考えや新たな気づきを記録・蓄積する。これらを基に、プラン
ニング実践に向けた構想を練る。

第7回 ６次産業プランニング実践
講義内容の要点を整理し、自身の考えや新たな気づきを記録・蓄積する。これらを基に、プラン
ニング実践に向けた構想を練る。

第4回 コラボの力とデジタルテクノロジー
講義内容の要点を整理し、自身の考えや新たな気づきを記録・蓄積する。これらを基に、プラン
ニング実践に向けた構想を練る。

第5回 ６次産業化最前線調査①〔出島福祉村ほか調整中〕
講義内容の要点を整理し、自身の考えや新たな気づきを記録・蓄積する。これらを基に、プラン
ニング実践に向けた構想を練る。

第2回 都市内農体験・さかのうえん
講義内容の要点を整理し、自身の考えや新たな気づきを記録・蓄積する。これらを基に、プラン
ニング実践に向けた構想を練る。

第3回 農林漁業６次産業化とは何か。
講義内容の要点を整理し、自身の考えや新たな気づきを記録・蓄積する。これらを基に、プラン
ニング実践に向けた構想を練る。

回数 授業計画 事前・事後学修

第1回 農業・漁業・林業について知ろう！（食料自給率、環境・文化、人々）〔随時外部講師をオンライン等で〕
講義内容の要点を整理し、自身の考えや新たな気づきを記録・蓄積する。これらを基に、プラン
ニング実践に向けた構想を練る。

授業の主題 この科目は、地域社会に欠かせない産業である農林水産業を創意工夫で伸ばしていく手法を学びます。
課題等への対応

(フィードバックの方法等)
発表されたプランニングに対し、講義内で講評を行うとともに、実践に向けた改善点についてアド
バイスを行う。

授業の方法
学科・コース教員による授業を行います。また、実社会で活躍している外部のゲストスピーカーを積極的に
お招きします。授業終了後には、最終回にレポートまたは成果物を提出してもらいます。また、テーマに応
じて、ミニまとめを授業後に提出してもらうことがあります。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

自らリサーチしてプランニングを行います。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目 該当
実務の経験内容及び

科目との関連
農林水産省在職中に携わった地域振興や食料産業行政等の経験を活かし、農山漁村における6次
産業化の政策的背景や先進的な取り組み事例について、実務的な視点から具体的に講義する。

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

担当者 橋本　剛 単独

対象学科・
コース

生活創造学科　地域未来
創生コース

配当年次 2年次 春学期 単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件

科目区分 専門教育科目 授業科目名 農林水産６次産業化 科目コード



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

60 60

講義内容への言及が乏
しく、自身の考えや今
後の学びへの姿勢が記
述されていない。

②
規律性

③
知識

30 30
説明力が不足してい
る。

④
技能

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題
解決力

10 10
説明力が不足してい
る。

⑦
言語
活用
能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

⑨
主体性

⑩
協働性

100 100合計

実
践

行
動
・
応
用

ユニークさは弱いがプ
ランニングの発表は他
の学生にもわかるよう
にできている。

プランニング発表を通
じ、説明しようという意
欲がみられる。

表
現

自らリサーチしてプラ
ンニングをまとめる

リサーチ力、企画抽出
力

プランニング発表
ユニークなアイディアが
盛り込まれている。

ユニークさは弱いがプ
ランニングを要領よく
まとめて発表してい
る。

独自の見解や要点を整
理できた文章ではなく
とも、学んだ内容の基
本的考え方を理解した
文章となっている。

学んだ内容の理解が十分
ではないが、説明しよう
という意欲がみられる。

最終レポート

講義内容を踏まえ、極め
て意欲的な将来展望や行
動目標が具体的に記述さ
れている。

講義内容を踏まえ、意
欲的な将来展望や行動
目標が具体的に記述さ
れている。

講義内容を踏まえ、自
身の考えや今後の学び
への姿勢が適切に記述
されている。

講義内容への言及はある
が、自身の考えや今後の
学びへの姿勢の記述がや
や希薄である。

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

講義全体を通じ、農林
水産業への理解を深
め、地域創生の一歩を
踏み出す知見を獲得す
る。

創造性、説明力

創
造

知
識
・
技
能

学んだ内容について、
自らの視点を盛り込ん
で説明できる

学びの基礎能力である
身近なところから世界
までの動きの把握力

思
考
・
判
断

提出物の整理のあり方と
説明意欲、独自の視点の
有無

社会規範を逸脱しない独
自の見解が述べられてい
る。

独自の見解は弱いが学
んだ内容について要領
よくまとめられてい
る。

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


